
空から流山市を見てみよう！
下の写真は、空から流山市をさつえい
した写真の一部です。何が写っている
かな？

この写真は、平成12
（2000）年にさつえ
いされたものです。

わたしたちがくらし
ているまちは、空か
らはこんなふうに見
えます。

黒く見えるところ
……森白っぽく線のように見え

るところ……鉄道や道路
大きいたてものと
土のグラウンド……学校

四角く区切られている
ところ……田んぼや畑

流山南高等学校

鰭ヶ崎小学校

東福寺

流鉄流山線

坂川JR武蔵野線

県道5号松戸野田線
（流山街道）

江戸川

流山橋

赤城神社

小さい点……家



A C

B
A・B・Cの写真は、おなじばしょを
ちがう年にさつえいしたものです。

〈ミッション〉
A・B・Cの写真を古い順にならべて
みよう

〈ヒント〉
変わったのはどこだろう？
新しくできたものを見つけよう！
なくなったものを考えてみよう！

古い（ ）→（ ）→（ ）新しい



A C

B
〈解説〉
B…昭和58（1983）年 約11万4000人（約33000世帯）
A…平成 6（1994）年 約14万5000人（約48000世帯）
C…平成17（2005）年 約15万1000人（約58000世帯）

さつえいした年 住む人の数

〈答え〉 古い（Ｂ）→（Ａ）→（Ｃ）新しい

昭和60（1985）年4月
西初石中学校ができる

平成16（2004）年4月
クリーンセンターができる

昭和48（1973）年
北千葉浄水場がたてられはじめる

昭和52（1977）年4月
西初石小学校ができる

昭和51（1976）年4月
流山中央高校ができる

（いまは流山おおたかの森高校）

平成17（2005）年8月
つくばエクスプレスが開通し、
流山おおたかの森駅ができる

新市街地（おおたかの森地区）の
かいはつがはじまる

平成4（1992）年3月
流山インターチェンジができる

昭和58（1983）年

平成17（2005）年平成6（1994）年

住む人々が増えるにつれて、田んぼや畑、森だっ
たところに鉄道や道路が新しく通り、新しいまちが
つくられてきました。
さいきんではつくばエクスプレスが開通し、市内

には南流山、流山セントラルパーク、流山おおたか
の森の3つの駅ができました。そして、そのまわり
にも新しいまちができ、たくさんの人々が住むよう
になりました。
令和3（2021）年には、流山市に住む人の数が20

万人をこえました。


